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I はじめに

多雪地帯である新潟県の中山間地域の市町村では雪による生活への影響や被害は毎年莫大なものと

なり過疎化と伴に高齢化が進行している。

地械を活性化させるには人材が必要である。人は労働者や消費者として地域経済を動かし，逆に地

域経済の活発化が図られれば人が集まり，経済が不振になれば遠ざかる。このように，人口と経済は

密接な関係がある。図ー 1は国勢調査を基にした新潟県（佐渡，粟品を除く），新潟県内の過疎指定

地域の65歳以上及ぴ75歳以上の人口構成比である。
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図－ 1 高齢化率の推移

1970年代においては新潟県の651歳以上の人口割合は7%であり，過疎指定地域においても 10%程度

であった。 1995年においては過疎指定地域で4人に 1人が65歳以上となっており，全国と比べ高齢化

が著しく進行していることがわかる。また， 75歳以上の後期高齢者の割合が10%を超え過疎指定地域

においては高齢者に対する対応が急務となっている。
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ここでは，新潟県でも豪雪地域である東蒲原郡三川村，鹿i頼

関I，津川町，上川村の 4ケ町村（奥阿賀地域）及ぴ中魚沼郡津

南町を例にとり，現地での聞き取り調査を基に高齢化に対する

対応を考察する。

なお， 1996年4月1日現在の新潟県統計課調べによる推定人口

は表ー lのようである。

II 奥阿賀地域の人口構成の推移と農地の荒廃

奥~um：地域の人口推移及び年齢別人口構成を示すと図－ 2. 

表－ 1 人口

(1996年4月1日現在）

三川村 4,333人

鹿 i頼 関T 3,063人

；掌 ｝, ，町 5,515人

上川村 3,666人

Nt. 南町 12,762人

新潟県 2,488,402人

図－ 3のようになる。昭和50年以降，どの町村も人口減少に歯止めがかからず， nr!i和30年代の町村合

併以降人口は減少の一途をたどっている。 1975年（昭和50年）の時点では各Plf村・とも新潟県全体の構

成と大きな違いはなかったが， 1990年（平成2年）になると県内の他地域と比べ高齢化が進んでいる

ことがわかる。
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図－ 2 奥阿賀地域の人口推移

産業別人口構成の推移を示したものが図－ 4である。これより，何れの町村でも第 1次産業の衰退

が著しい。奥阿賀地域では幼年人口の減少が顕著であり．将来を担っていく若者の激減は地域の活性

化という観点、から見て困難が予想される。
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図－ 3 奥阿賀地域の年齢別人口構成の推移

5 1500 

圏第3次建策

4 I l図鯵2次産業 ｜闇 輔 11200

｜圏第1次産業｜ 聞 館田 l1醐 騒盟 I900 

番君穏ロ露 2 H同時噛閣噛噛！語滋総織翻i誕組機蹴i自態劉！！討！I 関調 臨調 隙欄 磁調 酪翻 腐翻 IHmlliiト→窓富寸 600

300 

0・ I 1- 1- 1一一 l 一－ 1-1一－ 11-1 ’0 

1975 1990 1975 1990 1975 1990 1975 1990 1975 1990 

三川村 鹿瀬町 津川町 上川村 新潟県

国一 4 典阿賀地域の産業・別人口構成の推移

このままの状況で推移すると第 1次産業の低迷・過疎化・高齢化の進行が同時に進み，ますます地

域の活力がそがれ，悶土の均衡ある発腿を考えると憂慮すべき事態である。

多雪地の中山間地域は農林業の生産の場として，また国土環境保全や生態系の維持においても重要

な役割lを果たしている。

昭和40年～50年のわが国の経済の高度成長期に大都会への人口流出が進み，家族ぐるみの離村．都

市部への定住者の多発及び出稼ざという生活上の人口移動が続いたe さらに，第3次産業の足がかり

となる要素を含んだ第2次産業の急速な発展に伴ぃ，若年層の農村離れと大都市へと人が流れて， 11I 

村の集落は過疎の一途をたどらざるを得ない状況にあった。必然的に農作業に従事する人口が急減し，

これに併せて農地も荒雌の一途を歩むことを余儀なくされた。

農地荒躍をさらに進めたのはH召和46年～50年の米の生産調整であったg 休耕補成金を得るために休

耕地が激I脅し．そのまま農地が荒廃し，作付け不可能な集落から人口の流出が絶え間なく続く状況に

あった。
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III 津南町の人口構成の推移と集落移転の課題

津南町の1995年3月1日現在の総人口は13,089人であり，町制施行時の人口の59.7%に激減してい

る。年齢層に大別すると15歳未満は2,108人（対人口比 16.1%）で， 15歳から64歳では7,414人（対

人口比 56.6%),65歳以上の高齢者は3567人（対人口比 27.3%）である。

この地域の高齢化現象は全国平均より 10年以上速く進み，平成12年には 5人のうち 2人が65歳以上

の高齢者になると推定される。

津南町では昭和48年～52年にかけて， 6集落を対象に，町の中心部に農集住宅を建設して， 26世帯

を移転させた。その理由は，雪崩の危険や除雪不可能な道路が多いため，冬期間の児童・生徒の通学

確保，医療機関への通院に支障があると判断した結果に基ずくものである。しかし，この処置は高齢

者にとって必ずしも最良の策ではなかったようである。やがて，高齢者が夏に元の住居で暮らすこと

に端を発し，集合前の居住地に住み着くようになってしまった。高齢者の「生きがい」に十分に理解

をすることが大切であることを訴えた現象である。

高齢者が住み慣れた地域社会から隔絶されることなく，若い世代と交流を保ちながら不安なく明る

く生活できることが理想である。過疎と高齢化に対応し，そこに住む人々の生計と生きがいを支援し，

伝統的な文化の継承を誇るまちづくりを目指すことが必要である。今後は，人口増加を頼りとした経

済成長よりも，一人一人の人聞がより盟かに暮らせるように経済の中身を変えていくことが過疎地の

活性化を図る上で重要である。
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